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背景と目的

化学物質総合管理に関する国際対応
・SAICM（2020年までにリスクを最小化）

・REACH（川上企業が用途を把握しリスク評価）
・GHS対応

リスク評価のための情報整備の必要性
・ リスク評価にライフサイクルの視点リスク評価にライフサイクルの視点リスク評価にライフサイクルの視点リスク評価にライフサイクルの視点
・ ライフサイクルに亘るリスク評価のための統計データ、ツール

化学物質の用途の
多様性、管理の複雑化、
規制と自主管理のベストミ
ックスの必要性増大

・ ライフサイクルに亘るリスク評価のための統計データ、ツール
・ 分散しているデータベースや情報の有効活用
・ 川上・川下企業間の情報共有
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情報プラットホームの構築
１）ライフサイクルにおけるライフサイクルにおけるライフサイクルにおけるライフサイクルにおける曝露シナリオを網羅的に調査し、その適用範囲を検討する。
２）調査した各曝露シナリオに従いリスク評価を行うにはどのような情報を得ることが
適切であるのかを明らかにする。

３）これらの研究成果に基づき、収集した各種情報から必要なデータを効率良く取得し
リスクを評価する手段を開発する。

各府省の施策の連携・各府省の施策の連携・各府省の施策の連携・各府省の施策の連携・
成果の最大化成果の最大化成果の最大化成果の最大化



サブテーマ１サブテーマ１サブテーマ１サブテーマ１
事故時などのフィジカルリスク情報の整備事故時などのフィジカルリスク情報の整備事故時などのフィジカルリスク情報の整備事故時などのフィジカルリスク情報の整備
とその効率的活用とその効率的活用とその効率的活用とその効率的活用

サブテーマ２サブテーマ２サブテーマ２サブテーマ２
短期短期短期短期・・・・長期健康リスク情報の整理と長期健康リスク情報の整理と長期健康リスク情報の整理と長期健康リスク情報の整理と
その効率的活用その効率的活用その効率的活用その効率的活用

三宅淳巳三宅淳巳三宅淳巳三宅淳巳 教授教授教授教授

岡 泰資 准教授、半井豊明 客員教授

技術補佐員 ４名

成果の活用

連携・協力

化学物質の総合的なリスクの新しい情報プラットホームの構築化学物質の総合的なリスクの新しい情報プラットホームの構築化学物質の総合的なリスクの新しい情報プラットホームの構築化学物質の総合的なリスクの新しい情報プラットホームの構築

研究総括研究総括研究総括研究総括 中心機関：横浜国立大学中心機関：横浜国立大学中心機関：横浜国立大学中心機関：横浜国立大学

（（（（代表：三宅淳巳代表：三宅淳巳代表：三宅淳巳代表：三宅淳巳 教授教授教授教授、、、、各サブテーマ代表者各サブテーマ代表者各サブテーマ代表者各サブテーマ代表者））））

連携・協力

小林小林小林小林 剛剛剛剛 准教授准教授准教授准教授、亀屋隆志 准教授

三宅祐一 特任教員（研究教員）

技術補佐員 ４名

研究の実施体制

情報プラットホームの活用情報プラットホームの活用情報プラットホームの活用情報プラットホームの活用

研究運営委員会研究運営委員会研究運営委員会研究運営委員会： (研究評価, 助言)

安藤隆之 独立行政法人 労働安全衛生総合研究所

片谷教孝 桜美林大学 リベラルアーツ学群

櫻井健郎 独立行政法人 国立環境研究所

内藤 航 独立行政法人 産業技術総合研究所

中杉修身 前上智大学 大学院地球環境学研究科

関連の行政機関、公的研究機関、民間企業、
NPO等とも連携、協力、ご助言をいただきながら
推進してきました。

本藤祐樹本藤祐樹本藤祐樹本藤祐樹 准教授准教授准教授准教授、、、、益永茂樹 教授、大谷英雄 教授、中井里史 教授

横山泰一 特任教員(教授)、真名垣聡 特任教員(研究教員) 、

木村新太 特任教員(研究教員)、他サブテーマ教員、技術補佐員 ４名

サブテーマ３サブテーマ３サブテーマ３サブテーマ３
高懸念物質のライフサイクルリスク評価に必要な情報整備と考え方の構築高懸念物質のライフサイクルリスク評価に必要な情報整備と考え方の構築高懸念物質のライフサイクルリスク評価に必要な情報整備と考え方の構築高懸念物質のライフサイクルリスク評価に必要な情報整備と考え方の構築
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欠如している有害性情報・危険性情報を収集・整理して補間欠如している有害性情報・危険性情報を収集・整理して補間欠如している有害性情報・危険性情報を収集・整理して補間欠如している有害性情報・危険性情報を収集・整理して補間
曝露シナリオの網羅的把握とライフサイクルリスク評価手法の検討曝露シナリオの網羅的把握とライフサイクルリスク評価手法の検討曝露シナリオの網羅的把握とライフサイクルリスク評価手法の検討曝露シナリオの網羅的把握とライフサイクルリスク評価手法の検討

構築した情報プラットホーム構築した情報プラットホーム構築した情報プラットホーム構築した情報プラットホーム アウトプット情報アウトプット情報アウトプット情報アウトプット情報

・主要な曝露シナリオが推定、・主要な曝露シナリオが推定、・主要な曝露シナリオが推定、・主要な曝露シナリオが推定、

・リスク関連情報を効率的に・リスク関連情報を効率的に・リスク関連情報を効率的に・リスク関連情報を効率的に
入手できる入手できる入手できる入手できる

「必要な情報が何かが分かり、「必要な情報が何かが分かり、「必要な情報が何かが分かり、「必要な情報が何かが分かり、
より信頼性の高い情報をより信頼性の高い情報をより信頼性の高い情報をより信頼性の高い情報を
効率よく入手できる」効率よく入手できる」効率よく入手できる」効率よく入手できる」情報プラット情報プラット情報プラット情報プラット

ホームへのホームへのホームへのホームへの

①①①①ハザード・物性・曝露情報ハザード・物性・曝露情報ハザード・物性・曝露情報ハザード・物性・曝露情報
・ 危険性情報
・ 有害性情報
・ 物性情報
・ 発生源情報
・ 用途・工程情報

・既存外部情報とのリンク
（国内外）
・欠如情報を補間（亜急性）
・情報検索・利用のための
テクニカルガイダンス作成

構築した情報プラットホームの機能

③③③③ ライフサイクルに亘るリスク評価事例ライフサイクルに亘るリスク評価事例ライフサイクルに亘るリスク評価事例ライフサイクルに亘るリスク評価事例

・主要な曝露シナリオが推定、・主要な曝露シナリオが推定、・主要な曝露シナリオが推定、・主要な曝露シナリオが推定、
曝露量等が推定できる曝露量等が推定できる曝露量等が推定できる曝露量等が推定できる

「物質○○の△△用途では、「物質○○の△△用途では、「物質○○の△△用途では、「物質○○の△△用途では、
大気経由の吸入曝露が懸念される」大気経由の吸入曝露が懸念される」大気経由の吸入曝露が懸念される」大気経由の吸入曝露が懸念される」
「様々な曝露シナリオでの曝露量等「様々な曝露シナリオでの曝露量等「様々な曝露シナリオでの曝露量等「様々な曝露シナリオでの曝露量等
を推定できる」を推定できる」を推定できる」を推定できる」

・化学物質のライフサイクル・化学物質のライフサイクル・化学物質のライフサイクル・化学物質のライフサイクル
に亘るリスク評価手法に亘るリスク評価手法に亘るリスク評価手法に亘るリスク評価手法

「発信する事例は様々な曝露を想定「発信する事例は様々な曝露を想定「発信する事例は様々な曝露を想定「発信する事例は様々な曝露を想定
したリスク評価を行う際の参考」したリスク評価を行う際の参考」したリスク評価を行う際の参考」したリスク評価を行う際の参考」

ホームへのホームへのホームへのホームへの
アクセスアクセスアクセスアクセス

不足する情報、現在評価

されていない曝露シナリオを

明確化して、問題提議

②②②② リスク評価のためのツールリスク評価のためのツールリスク評価のためのツールリスク評価のためのツール

・ 用途・工程情報
・ 排出量情報
・ 環境モニタリング情報
・ 事故事例情報
・ 曝露シナリオ情報 など

テクニカルガイダンス作成

・既存のツール（国内外）とのリンク
・利用のためのテクニカルガイダンス作成

・情報プラットホームを活用した
リスク評価事例の作成（HBCD、PFOS）
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構築中の情報プラットホームのトップ画面
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①①①①

①①①①

②②②②

情報プラットホームの画面の例

6

②②②②

③③③③

③③③③
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危険性・事故事例情報:

___日本や国際機関などで提供されている危険性情報DBへのリンク集
を作成した。さらに、国外事故DBのリンク集と一部の情報について
概要を日本語で作成し、国内の事故DB (RISCAD、失敗知識DB、
製品安全・事故情報など)のリンク集とあわせて利用できるように整
理しプラットホームへ実装した。

①ハザード・物性情報・曝露情報（危険性・事故事例情報）

危険性情報データベースChemIDplus

(NLM、米国)

事故概要説明付きリンク集
(CSB、米国)
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①ハザード・物性情報・曝露情報（有害性情報）

有害性情報:

___ 日本や国際機関などで信頼性が高いとされている情報源を優先的
にリンクした。日本のPRTR、OECD HPVマニュアル、GHS分類に

おいて示されたプライオリティについても表示し、より信頼性の高い
情報を検索できるように配慮した。

化学物質総合情報提供システム(CHRIP)

（経済産業省、日本）
International Uniform Chemical 

Information Database (IUCLID)

(ECHA, EU) 
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①ハザード・物性情報・曝露情報（テクニカルガイダンス）

情報収集等のためのテクニカルガイダンス:

___ 化学物質の危険性解析と影響評価の基本スキームガイダンス
___ 急性・亜急性・亜慢性毒性情報の入手に関するテクニカルガイダンス
___ 情報の入手方法と信頼性に関するテクニカルガイダンス
___ 物性値予測ツールの入手方法と使用に関するテクニカルガイダンス 等
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②リスクアセスメントツール情報（フィジカルリスク評価ツール）

フィジカルリスク評価ツール:

___国内外のフィジカルリスク評価ツールを分類し、米国EPAおよび
NOAAによって開発された無料の影響評価ツールALOHAにつ

いて、テクニカルガイダンス、評価の例題の作成、評価結果の商
用ツールとの比較を行った

フィジカルリスク影響評価ツール
ALOHAのテクニカルガイダンス

影響評価ツール影響評価ツール影響評価ツール影響評価ツール

QRAツール

FTA,ETA,FMEAツール

CFDツール
緊急対処ツール FLACS, Fluentなど
STAR, Real-Timeなど

PHAST RISK,

SAFETI-NLなど

RISK MANAGERなど

TRACE, PHAST, SLAB 

DEGADIS, ALOHAなど

フィジカルリスク評価ツール情報の収集
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フィジカルリスク影響評価事例（地理情報システムの利用）

地図データ(神奈川県)
地理情報システム MARPLOT 

横浜国立大学
キャンパス

ALOHAによる影響評価 仮想放出源

地理情報システムに国内地図を取り込み、

影響評価結果を投影できることを確認した
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②リスクアセスメントツール情報（健康リスク評価ツール）

ヒト健康リスク評価ツール:

___ 各国のリスク評価書において、曝露評価やリスク評価に用いられ
ていたツールを中心に、アメリカ、EU、日本で主に使用されている
ヒト健康リスク評価ツールを収集した。

___ 利用者が目的に合わせてツールを選択できるように、一般環境曝
露評価ツール、作業者曝露評価ツール、消費者曝露評価ツール
に分類・整理した。に分類・整理した。
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The European Union System for the 

Evaluation of Substances (EUSES)

Exposure and Fate Assessment 

Screening Tool (E-FAST2)



�EUSES �ChemCAN

�E-FAST

�EPIsuite
一般環境経由曝露一般環境経由曝露一般環境経由曝露一般環境経由曝露 情報元

�US.EPA

� ECB（EU)

△日本

� その他

△METI-LIS △ADMER

△G-CIEMS

曝露評価ツールの収集例（ヒト健康リスク）

消費者曝露消費者曝露消費者曝露消費者曝露

�ConsExpo

�EASE

�RISKOFDERM

�SRD

�ChemSTEER

�E-FAST

�PIRAT

�MCCEM

�WPEM

作業者曝露作業者曝露作業者曝露作業者曝露

� その他

�ECETOC-TRA

△MuSEM

△CHEM-NITE 
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曝露評価ツールのテクニカルガイダンスの例

各リスク評価ツールなどの

基本情報（必要パラメータ等）や

操作手順（簡易マニュアル）を

テクニカルガイダンスにまとめて

いる。
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③ライフサイクルに亘るリスク評価事例

①①①①ハザード・物性・曝露情報ハザード・物性・曝露情報ハザード・物性・曝露情報ハザード・物性・曝露情報
・・・・ 危険性情報危険性情報危険性情報危険性情報
・・・・ 有害性情報有害性情報有害性情報有害性情報
・・・・ 物性情報物性情報物性情報物性情報
・・・・ 排出量情報排出量情報排出量情報排出量情報

・・・・ 環境モニタリング情報環境モニタリング情報環境モニタリング情報環境モニタリング情報
・・・・ 事故事例情報事故事例情報事故事例情報事故事例情報
・・・・ 曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報

プラットホームプラットホームプラットホームプラットホーム
情報とツール情報とツール情報とツール情報とツール

トータルリスク評価トータルリスク評価トータルリスク評価トータルリスク評価
事例物質の選択事例物質の選択事例物質の選択事例物質の選択

HBCD

臭素系難燃剤

PFOS

フッ素系界面活性剤

物質情報の収集
↓

マテリアルフロー作成
（排出量推計）

↓

ライフサイクルにおける
潜在リスクの把握

↓

事故・曝露シナリオの解析
↓

事例物質事例物質事例物質事例物質 プラットホームを活用した評価手順プラットホームを活用した評価手順プラットホームを活用した評価手順プラットホームを活用した評価手順
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・・・・ 曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報曝露シナリオ情報

・工程情報・工程情報・工程情報・工程情報
・用途情報・用途情報・用途情報・用途情報
・製造量情報・製造量情報・製造量情報・製造量情報
・排出係数・排出係数・排出係数・排出係数

②②②②リスク評価のためのリスク評価のためのリスク評価のためのリスク評価のための
情報予測ツール情報予測ツール情報予測ツール情報予測ツール

フッ素系界面活性剤
↓

有害性・危険性情報の整理
↓

曝露量の推定
↓

フィジカルリスク・ヒト健康影響評価
↓

評価結果の総合的判断
↓

リスク削減手法の選択
↓

リスク管理

③③③③ライフサイクルに亘るライフサイクルに亘るライフサイクルに亘るライフサイクルに亘る
リスク評価事例リスク評価事例リスク評価事例リスク評価事例

プラットホームに

搭載された情報と

ツールを活用して

評価する
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環境排出量と曝露量の推定結果の例（HBCD）
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マテリアルフロー解析
による排出量を基に推
定した曝露量と実測値
を基に計算した値を比
較検証



ミッションステートメントミッションステートメントミッションステートメントミッションステートメント 研究の実施成果研究の実施成果研究の実施成果研究の実施成果

a.フィジカルリスクとヒト健康リスク情報がリフィジカルリスクとヒト健康リスク情報がリフィジカルリスクとヒト健康リスク情報がリフィジカルリスクとヒト健康リスク情報がリ

ンクンクンクンクした化学物質のトータルリスク化学物質のトータルリスク化学物質のトータルリスク化学物質のトータルリスクを考え

るための基盤情報となる情報プラットホー基盤情報となる情報プラットホー基盤情報となる情報プラットホー基盤情報となる情報プラットホー

ムの構築ムの構築ムの構築ムの構築

体系的かつ効率的に化学物質のフィジカ

ルリスク/環境リスクを把握・評価するため

ハザード・物性・曝露に関する既存情報DB（国内外）の

調査とリンク

特に、ミッシングリンクとして、急性影響、フィジカル急性影響、フィジカル急性影響、フィジカル急性影響、フィジカル

ハザード、事故事例情報などを一体化ハザード、事故事例情報などを一体化ハザード、事故事例情報などを一体化ハザード、事故事例情報などを一体化

曝露シナリオの網羅的な収集による主要な曝露

シナリオリストの搭載とスクリーニング手法の検討・提案

有害性情報やリスク評価予測ツール利用のための

まとめ 実施内容と期待される効果

のツールの搭載ツールの搭載ツールの搭載ツールの搭載 日本語で分かりやすく多数のテクニカルガイダンス作成テクニカルガイダンス作成テクニカルガイダンス作成テクニカルガイダンス作成

b.フィジカルリスク及び短期・長期毒性まで考

慮した、従来の研究では考慮されていない

ミッシングリンクを繋げた新たな化学物質化学物質化学物質化学物質

のライフサイクルリスクの評価手法とのライフサイクルリスクの評価手法とのライフサイクルリスクの評価手法とのライフサイクルリスクの評価手法と

代表例代表例代表例代表例の提案

事例物質 (HBCD, PFOS)のマテリアルフロー及び

テクニカルガイダンス作成テクニカルガイダンス作成テクニカルガイダンス作成テクニカルガイダンス作成

マテリアルフロー解析を用いたライフサイクルのマテリアルフロー解析を用いたライフサイクルのマテリアルフロー解析を用いたライフサイクルのマテリアルフロー解析を用いたライフサイクルの

事故、ヒト曝露評価・リスク評価事例作成事故、ヒト曝露評価・リスク評価事例作成事故、ヒト曝露評価・リスク評価事例作成事故、ヒト曝露評価・リスク評価事例作成

ライフサイクルリスク評価に必要な情報の特定、

手法の提案

c.事業者が有効活用しやすい形事業者が有効活用しやすい形事業者が有効活用しやすい形事業者が有効活用しやすい形で情報発信 情報プラットホームが持つべき情報、機能の整理

ホームページの公開、継続的に意見収集と機能の向上ホームページの公開、継続的に意見収集と機能の向上ホームページの公開、継続的に意見収集と機能の向上ホームページの公開、継続的に意見収集と機能の向上

18収集した情報のデータベース化・発信、教材等への活用方法の検討収集した情報のデータベース化・発信、教材等への活用方法の検討収集した情報のデータベース化・発信、教材等への活用方法の検討収集した情報のデータベース化・発信、教材等への活用方法の検討



プロジェクトホームページ，情報プラットホームの一般公開中
（H22.4.1～H23.2.1 に約約約約 8,000アクセス、海外24ヶ国から約150アクセス）
※有害性情報とともに，危険性情報に関しても関心大

シンポジウム・セミナーなどにおける情報発信
・ H20.2.6, H21.1.29, H21.12.16 3回

総合科学会議科学技術連携施策群成果報告会
・ H22.2.22  公開セミナー「化学物質のリスクと情報基盤」
H22.9.16  

まとめ 情報発信の実績

http://www.anshin.ynu.ac.jp/renkei/

・ H22.9.16  環境科学会シンポ「化学物質のリスク情報基盤と多様なリスク評価の新展開」
・ H21.9.29  日本化学工業協会「情報プラットホームの説明会」 など
・ その他，化学工学会，安全工学会などで企画セッション，招待講演 11件

総説・論文等（多くの情報誌に学会誌等での紹介）
・ 環境情報科学誌「化学物質のﾗｲﾌｻｲｸﾙにわたるﾘｽｸ評価のための新たな研究と情報整備」
・ 安全工学誌「リスク管理の展望と情報基盤」
・ 日本リスク研究学会誌「化学物質の環境リスク評価のための情報の整備と共有」
・ ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ誌「化学物質の環境ﾘｽｸ評価のための情報基盤と情報活用のための課題」
・ その他原著論文16件(海外14件, 国内2件)，口頭発表48件(海外26件, 国内22件)

メディアにおける情報発信
・ H21.2.2  化学工業日報紙

19



まとめ 取り組みの今後の継続・発展（教育）

社会人教育／学生教育への活用

社会人公開講座の企画・継続的推進
本プロジェクトで収集した情報や作成したテクニカルガイダンスを活用した

公開講座の実施 H22/10/8, 10/15, 10/22, 11/2, 11/19 （計5回）
公開講座「化学物質のリスク評価を考える」

※ NITEと連携

学生教育への活用

20

・ 収集した情報／テクニカルガイダンスなど
を活用した講義・演習の検討・実施
（学部３年生演習，大学院講義・演習）

・安心・安全の科学研究教育センター
副専攻プログラム演習への活用

・ 化学物質総合管理に携わる

高度専門職業人養成のための

新たな教育システムの検討を開始

・ モデル事故事例の動画配信

50名に拡大受付（満員）
継続実施への期待の声


